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式
　
辞

　
山
々
に
春
の
息
吹
が
感
じ
ら

れ
、
生
気
が
み
な
ぎ
る
春
の
日

に
、
ご
来
賓
と
し
て
桜
華
同
窓

会
会
長
藤
田
宏
次
様
、
保
護
者

会
会
長
細
川
博
之
様
を
は
じ
め
、

ご
来
賓
各
位
、
な
ら
び
に
役
員

各
位
、
ま
た
、
保
護
者
の
皆
様

に
ご
列
席
を
賜
り
、
さ
ら
に
、

本
学
よ
り
日
本
大
学
学
長
大
塚

吉
兵
衛
先
生
の
代
理
と
し
て
、

日
本
大
学
歯
学
部
長
本
田
和
也

先
生
を
お
迎
え
し
、
こ
こ
に
平

成
三
十
一
年
度
日
本
大
学
山
形

高
等
学
校
入
学
式
を
挙
行
で
き

ま
す
こ
と
は
、
新
入
生
は
も
ち

ろ
ん
、
私
た
ち
教
職
員
、
在
校

生
に
と
り
ま
し
て
、
大
き
な
喜

び
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
臨
席
の

皆
様
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
た
だ
今
、
入
学
を
許
可
し
ま

し
た
、
三
二
二
名
の
新
入
生
の

皆
さ
ん
、
入
学
お
め
で
と
う
。

皆
さ
ん
は
厳
し
い
入
学
試
験
に

見
事
合
格
し
、
入
学
し
ま
し
た
。

入
学
に
至
る
ま
で
の
努
力
を
称

え
る
と
と
も
に
、
入
学
を
心
か

ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
高
校
生
の
時
代
は
、

人
生
観
の
基
礎
を
培
う
大
切
な

時
期
で
す
。
本
校
に
入
学
す
る

の
も「
縁
」あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。

こ
の
縁
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ

い
。
縁
を
大
切
に
す
る
と
は
ど

う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
は
、
こ
の
学
校
が
自
分
に

と
っ
て
最
適
の
学
校
で
あ
る
と

信
じ
て
生
活
す
る
と
言
う
こ
と

で
す
。

　
本
校
を
志
望
し
試
験
を
受
け

入
学
し
た
学
校
が
自
分
に
と
っ

て
最
も
良
い
学
校
で
、
こ
こ
を

母
校
と
す
る
と
い
う
決
意
を

持
っ
て
高
校
生
活
を
始
め
て
く

だ
さ
い
。
こ
う
し
た
決
意
が
あ

る
こ
と
で
、
充
実
し
た
学
校
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

成
長
も
し
て
い
く
の
で
す
。

　
本
校
に
は
熱
心
な
先
生
方
、

素
直
で
優
し
い
先
輩
や
友
達
が

い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
、
生
き

生
き
と
、
の
び
の
び
と
、
楽
し

く
生
活
し
て
欲
し
い
。
学
習
に

励
み
、
体
を
鍛
え
て
欲
し
い
。

そ
し
て
友
情
を
培
っ
て
、
人
生

の
基
盤
を
確
立
し
て
、
世
の
た

め
、
人
の
た
め
に
な
る
立
派
な

成
人
に
な
る
こ
と
を
希
望
し
て

い
ま
す
。

　
高
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る

皆
さ
ん
に
、
三
つ
の
こ
と
を
要

望
し
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、「
良
き
習
慣
を
身

に
つ
け
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

習
慣
は
第
二
の
天
性
と
も
い
わ

れ
て
お
り
、
人
生
を
左
右
す
る

こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。
良
き
習

慣
の
一
つ
と
し
て
、
次
の
言
葉

を
贈
り
ま
す
。「
時
を
守
り
、
場

を
清
め
、礼
を
正
す
」こ
と
で
す
。

時
を
守
る
と
は
、
遅
刻
を
し
な

い
、
学
習
時
間
を
確
保
す
る
な

ど
。
場
を
清
め
る
と
は
、
き
ち

ん
と
掃
除
を
す
る
、
整
理
整
頓

を
す
る
な
ど
。
礼
を
正
す
と
は
、

服
装
を
き
ち
ん
と
す
る
、
挨
拶

を
す
る
な
ど
で
す
。「
時
を
守
り
、

場
を
清
め
、
礼
を
正
す
」と
い
う

社
会
生
活
の
基
本
が
き
ち
ん
と

出
来
る
よ
う
に
、
良
き
習
慣
と

な
る
よ
う
に
日
々
努
力
し
て
く

だ
さ
い
。

　
二
つ
目
は
、「
思
い
や
り
を
も

つ
｣
こ
と
で
す
。
他
人
を
思
い

や
る
こ
と
は
、
自
分
を
見
つ
め

直
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
思
い

や
り
に
よ
り
お
互
い
に
助
け
合

う
友
達
の
輪
が
で
き
ま
す
。
そ

し
て
思
い
や
り
は
行
動
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
も
な
り
ま
す
。
思
い

や
る
・
思
わ
れ
る
、
何
で
も
話

し
合
え
る
友
達
を
見
つ
け
て
く

だ
さ
い
。
友
達
は
何
も
の
に
も

代
え
難
い
一
生
の
宝
と
な
り
ま

す
。
　
三
つ
目
は
、「
や
れ
ば
で
き

る
」と
い
う
自
信
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
た
め
に
は
学
習
・

委
員
会
・
部
活
動
な
ど
に
積
極

的
に
参
加
す
る
こ
と
で
す
。
難

し
い
問
題
の
解
決
に
向
か
っ
て
、

は
じ
め
て
、
様
々
な
工
夫
や
根

気
が
養
わ
れ
ま
す
。
解
決
に
向

か
う
中
で
本
当
の
達
成
感
を
味

わ
い
、
自
分
の
良
さ
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
、
生
き
て
い
く

上
で
の
自
信
に
つ
な
が
り
ま
す
。

困
難
無
き
と
こ
ろ
に
進
歩
無
し

で
す
。
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
く
だ
さ
い
。
図
書
室
前
の
廊

下
の
と
こ
ろ
に
進
路
合
格
状
況

の
掲
示
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

受
験
に
つ
い
て
の
、
皆
さ
ん
へ

の「
や
れ
ば
で
き
る
」と
い
う
励

ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
卒

業
生
を
超
え
る
成
果
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
は
、「
良
き
習
慣
を

身
に
つ
け
る
こ
と
」「
思
い
や
り

を
も
つ
こ
と
」「
や
れ
ば
で
き
る

と
い
う
自
信
を
持
つ
こ
と
」に

つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。
ど
う

か
、
自
分
自
身
で
、
一
歩
一
歩

確
実
に
努
力
を
続
け
る
高
校
生

活
に
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、

悩
ん
だ
り
苦
し
ん
だ
り
し
た
と

き
は
、是
非
と
も
先
生
、先
輩
に
、

そ
し
て
友
人
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
き
っ
と
力
に
な
っ
て
く

れ
る
は
ず
で
す
。

　
保
護
者
の
皆
様
に
申
し
上
げ

ま
す
。
お
子
様
の
御
入
学
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
お
子
様
を
育
て
て
こ

ら
れ
ま
し
た
皆
様
の
御
尽
力
に

敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
私
共

教
職
員
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
の

重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
が
お
子

様
に
寄
せ
る
思
い
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
私
共
教
職
員
一
同
は
、

お
子
様
の
大
い
な
る
成
長
を
目

指
し
て
教
育
活
動
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
保
護
者
の
皆
様
に
お

願
い
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
日
か
ら
、
保
護
者
の
皆
様

と
我
々
教
職
員
は
と
も
に
、
お

子
様
の
教
育
に
あ
た
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
保

護
者
の
皆
様
と
我
々
教
職
員
と

の
信
頼
関
係
を
基
盤
と
し
た
連

携
が
必
要
で
す
。
学
校
の
教
育

実
践
に
つ
い
て
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

何
か
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
学
校
に

ご
連
絡
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
最
後
に
具
体
的
な
お
願
い
が

あ
り
ま
す
。

　
お
子
様
と
共
に
文
化
や
政
治
、

読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
本
の
こ
と
、

映
画
の
こ
と
な
ど
、
何
で
も
良

い
で
す
か
ら
話
し
合
う
時
間
を

作
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

指
示
や
注
意
で
は
な
く
、
大
人

に
な
り
つ
つ
あ
る
子
供
の
気
持

ち
や
考
え
を
受
け
止
め
、
話
し

合
っ
て
く
だ
さ
い
。
指
示
や
注

意
で
は
な
い
本
当
の
親
子
の
会

話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
終
わ
り
に
、
新
入
生
の
皆
さ

ん
の
充
実
し
た
高
校
生
活
を

願
っ
て
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

　
春
の
暖
か
さ
に
包
ま
れ
、入
学
式
を
心
待
ち
に
し
た
新
入
生
の
期
待
と
希
望
を
あ
ら
わ
す
か
の
よ
う
に
、

桜
の
つ
ぼ
み
も
大
き
く
膨
ら
み
を
見
せ
始
め
た
平
成
三
十
一
年
四
月
六
日
、
平
成
三
十
一
年
度
日
本
大
学

山
形
高
等
学
校
入
学
式
が
厳
粛
か
つ
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。
三
二
二
名
、
ま
っ
す
ぐ
前
を
見
つ
め
堂
々
と

し
た
入
場
に
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
新
時
代
を
担
う
生
徒
た
ち
の
決
意
が
感
じ
ら
れ
る
入
学
式
と
な
っ

た
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
輝
か
し
い
三
年
間
に
向
け
て
踏
み
出
し
た
大
き
な
一
歩
を
心
か
ら
祝
福
す
る
と
と

も
に
、「
自
主
創
造
」の
理
念
の
も
と
自
己
実
現
に
向
け
た
一
人
ひ
と
り
の
活
躍
に
大
い
に
期
待
し
た
い
。

平
成
31
年
度  

入  

学  

式

〜
新
時
代
の
幕
開
け
　
自
主
創
造
の
理
念
の
も
と
に
〜

島津　宏道 校長

日本大学学長代理
本田　和也 歯学部長

新入生代表　宣誓
丹野　恭（山形五中）

平
成
三
十
一
年
度

　
第
一
学
年
担
当
教
員

主
　
任
　
遠
藤
　
淳
一（
国
語
）

副
主
任
　
園
田
　
剛
樹
（
地
・
公
）

一
　
組
　
園
田
　
剛
樹
（
地
・
公
）

二
　
組
　
黒
田
　
孝
則（
保
体
）

三
　
組
　
穂
積
　
武
朋（
数
学
）

四
　
組
　
岡
崎
　
圭
祐
（
地
・
公
）

五
　
組
　
小
山
　
恭
子（
英
語
）

六
　
組
　
小
笠
原
　
篤（
数
学
）

七
　
組
　
近
野
　
仁
美（
国
語
）

八
　
組
　
橋
本
　
健
志（
理
科
）

九
　
組
　
大
江
　
和
司（
英
語
）

十
　
組
　
森
谷
　
英
治（
理
科
）

副
担
任
　
鈴
木
　
正
明（
国
語
）

 

上
野
　
　
忠
（
地
・
公
）

 

永
野
　
勝
久（
数
学
）

 

吉
田
　
貴
行（
理
科
）

 

原
田
　
明
香（
保
体
）

◇
学
年
所
属
教
員

 

佐
藤
　
幸
子（
国
語
）

 

石
井
　
瑛
之
（
地
・
公
）

 

植
田
　
靖
典（
数
学
）

 

柴
田
　
耕
洋（
数
学
）

 

結
城
　
智
史（
理
科
）

 

板
垣
　
　
真（
保
体
）

 

渡
辺
　
　
佳（
英
語
）

 

ポ
ー
ル
・
西
尾（
英
語
）

 

中
島
　
章
乃（
英
語
）

 

郡
司
　
　
郁（
英
語
）
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受
　
賞
　
者

一
、
学
長
賞
（
学
業
部
門
）

　
大
津
　
優
花
（
山
形
四
中
）

二
、
学
長
賞

（
学
術
・
文
化
部
門
）

　
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
部

三
、
優
秀
賞
（
体
育
部
門
）

　
寒
河
江
ひ
よ
り
（
米
沢
七
中
）

四
、
優
等
賞

　
大
宮
司
　
唯
（
山
形
六
中
）

　
大
津
　
優
花
（
山
形
四
中
）

　
大
西
　
未
准
（
山
形
六
中
）

　
佐
藤
　
輝
幸
（
神

町

中
）

　
高
橋
駿
太
朗
（
山
大
附
中
）

五
、
皆
勤
賞
　
　
三
十
六
名

六
、
精
勤
賞
　
　
一
二
八
名

七
、
学
校
長
賞
　
三
十
六
名

 

八
、
大
久
保
・
矢
野
賞

⑴
　
努
力
賞

　
近
藤
　
皓
介
（
象

潟

中
）

　
株
木
　
　
葵
（
天
童
四
中
）

　
森
村
　
春
輝
（
山
形
三
中
）

　
塩
野
　
穂
香
（
天
童
一
中
）

　
佐
竹
　
亮
輔
（
金

井

中
）

　
鬼
嶋
　
理
子
（
山
形
六
中
）

　
鈴
木
　
華
子
（
山
形
四
中
）

　
大
坂
屋
　
蘭
（
山
形
六
中
）

　
髙
松
　
大
暉
（
天
童
一
中
）

　
大
沼
　
裕
介
（
天
童
一
中
）

⑵
　
功
労
賞

会
　
長

　
沓
澤
　
美
鈴
（
天
童
四
中
）

総
務
員

　
熊
谷
　
伊
織
（
山
形
六
中
）

　
丹
　
　
理
人
（
山
大
附
中
）

　
関
　
　
辰
也
（
天
童
二
中
）

　
大
宮
　
由
羽
（
山
形
一
中
）

代
議
員
議
長

　
山
川
　
凜
花
（
上
山
南
中
）

代
議
員
副
議
長

　
日
下
部
俊
昌
（
山
形
二
中
）

　
渡
辺
　
　
宝
（
山
形
十
中
）

学
級
委
員
長

　
樋
口
　
翔
大
（
山
形
一
中
）

Ｈ
Ｒ
運
営
委
員
長

　
長
瀬
　
春
依
（
山
形
五
中
）

週
番
委
員
長

　
菊
地
智
恵
莉
（
天
童
二
中
）

保
体
委
員
長

　
工
藤
　
敏
捷
（
山

辺

中
）

環
境
整
備
委
員
長

　
斎
藤
　
玄
希
（
城

東

中
）

図
書
委
員
長

　
二
瓶
　
真
衣
（
山
大
附
中
）

女
子
部
専
門
委
員
長

　
内
田
　
有
香（
天
童
二
中
）

応
援
委
員
長
・
團
長

　
澁
谷
　
昌
典（
山
形
三
中
）

運
動
部
長

　
山
川
　
智
也
 
（
河

北

中
）

文
化
部
長

　
樋
渡
　
小
雪（
山
形
六
中
）

Ｈ
　
年
度
　
総
務
員

29
　
結
城
　
日
向（
天
童
一
中
）

Ｈ
　
年
度
　
総
務
員

29
　
後
藤
　
友
華（
天
童
二
中
）

⑶
　
体
育
賞

野

球

部

　
齋
藤
　
史
弥（
鶴
岡
四
中
）

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
関
　
　
日
向
 
（
白

鷹

中
）

サ
ッ
カ
ー
部

　
髙
橋
優
稀
哉（
長
井
南
中
）

剣

道

部

　
赤
塚
　
千
幸（
山
形
十
中
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　
佐
藤
　
伶
音

（
日
仏
文
化
学
院
パ
リ
日
本
人
学
校

）

陸
上
競
技
部

　
鈴
木
　
英
恋（
天
童
一
中
）

　
山
川
　
智
也（
河

北

中
）

柔

道

部

　
田
原
　
瑞
起（
山
形
九
中
）

卓

球

部

　
横
山
　
龍
悦（
山
形
十
中
）

ボ
ク
シ
ン
グ
部

　
楳
津
　
瑞
穂（
山
形
十
中
）

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
永
山
　
翔
也（
西

川

中
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　
長
野
　
花
鈴（
蔵
王
一
中
）

ス
キ
ー
部

　
伊
東
　
周
悟（
蔵
王
二
中
）

水

泳

部

　
古
内
　
健
甫（
山
形
九
中
）

男
子
テ
ニ
ス
部

　
網
代
　
　
凱（
米
沢
四
中
）

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　
細
川
　
貴
史（
山
形
四
中
）

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
藤
野
　
多
絵（
大

江

中
）

ゴ
ル
フ
部

　
池
田
　
太
郎（
酒
田
二
中
）

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
粟
野
　
美
月（
上
山
南
中
）

女
子
テ
ニ
ス
部

　
佐
藤
　
可
菜（
山
形
三
中
）

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　
阿
部
　
優
希（
尾
花
沢
中
）

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
高
橋
　
侑
里（
陵

東

中
）

⑷
　
文
化
賞

吹
奏
楽
部

　
鈴
木
　
康
允（
山
形
六
中
）

美
術
部

　
吾
妻
祐
伽
子
（
大
石
田
中
）

写
真
部

　
工
藤
　
大
輝（
天
童
一
中
）

生
物
部

　
鈴
木
　
智
大（
山
形
一
中
）

演
劇
部

　
木
村
　
和
香（
陵

西

中
）

放
送
部

　
柴
崎
　
秀
斗（
山
大
附
中
）

Ｊ
Ｒ
Ｃ
部

　
樋
渡
　
小
雪（
山
形
六
中
）

音
楽
部

　
濱
田
　
　
賢（
山

辺

中
）
 

囲
碁
・
将
棋
部

　
佐
藤
　
日
彦（
上
山
北
中
）

ダ
ン
ス
ド
リ
ル
部

　
大
通
　
愛
薫（
山

辺

中
）

漫
画
部

　
板
垣
　
朱
莉（
山
形
六
中
）

九
、
栄
光
の
メ
ダ
ル

⑴
　
金
メ
ダ
ル

ボ
ク
シ
ン
グ
部

　
尾
関
奈
津
美（
山
形
一
中
）

⑵
　
銀
メ
ダ
ル

ボ
ク
シ
ン
グ
部
 

二
名

ス
キ
ー
部
 

一
名

水
泳
部
 

三
名

男
子
テ
ニ
ス
部
 

三
名

女
子
テ
ニ
ス
部
 

一
名

⑶
　
銅
メ
ダ
ル

野
球
部
 

三
十
二
名

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

 
五
名

柔
道
部
 

一
名

ボ
ク
シ
ン
グ
部
 

八
名

ス
キ
ー
部
 

一
名

男
子
テ
ニ
ス
部
 

二
名

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

 
一
名

ゴ
ル
フ
部
 

一
名

女
子
テ
ニ
ス
部
 

三
名

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
 
九
名

⑷
　
文
化
賞
メ
ダ
ル

吹
奏
楽
部
 

五
名

ダ
ン
ス
ド
リ
ル
部
 

七
名

学
外
賞

日
本
私
立
中
高
連
理
事
長
賞

　
沓
澤
　
美
鈴（
天
童
四
中
）

卒業生答辞　沓澤　美鈴（天童四中）

　
平
成
三
十
一
年
三
月
二
日
、
本
校
第
一
体
育
館
に
て
第
五
十
九
回
卒
業
式
が
挙
行
さ

れ
た
。
例
年
に
な
く
雪
解
け
も
早
く
、
う
ら
ら
か
な
春
の
陽
気
に
包
ま
れ
る
中
、
三
四

五
名
が
巣
立
ち
の
時
を
迎
え
た
。
卒
業
生
の
未
来
に
幸
多
か
ら
ん
こ
と
を
心
か
ら
祈
る
。

　
卒
業
式
に
あ
た
り
、
在
学
中
に
各
方
面
で
顕
著
な
成
績
を
挙
げ
、
各
賞
を
授
与
さ
れ

た
生
徒
の
氏
名
を
こ
こ
に
掲
載
す
る
。 卒  

業  

式

平
成
30
年
度
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広 報 日 大 山 形平成31年４月26日 （4）

　
運
　
動
　
部
　
 　
 

国
民
体
育
大
会

・
水
泳
部

　
少
年
女
子
共
通

　
四
〇
〇
Ｍ
自
由
形

　
　
出
場
　
齋
藤
　
実
来（
大
石
田
中
）

　
少
年
女
子
Ｂ

　
五
〇
Ｍ
自
由
形

　
　
出
場
　
加
藤
　
優
奈
 
（
天
童
四
中
）

　
一
〇
〇
Ｍ
自
由
形

　
　
出
場
　
加
藤
　
優
奈（
天
童
四
中
）

　
一
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
出
場
　
関
　
　
琴
音（
天
童
一
中
）

・
男
子
テ
ニ
ス
部

　
　
出
場
　
網
代
　
　
凱（
米
沢
四
中
）

・
ス
キ
ー
部
　

　
少
年
男
子

　
　
出
場
　
石
黒
　
克
樹（
東

部

中
）

 

小
池
　
泰
介（
み
な
み
野
中
）

 

青
木
　
理
恩（
山
形
六
中
）

 

伊
東
　
周
悟（
蔵
王
二
中
）

 

高
木
　
柊
吾（
梅

田

中
）

　
少
年
女
子

　
　
出
場
　
株
木
　
　
葵（
天
童
四
中
）

全
国
大
会

・
ス
キ
ー
部

　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
男
子
大
回
転

　
　
出
場
　
石
黒
　
克
樹（
東

部

中
）

 

小
池
　
泰
介（
み
な
み
野
中
）

 

青
木
　
理
恩（
山
形
六
中
）

　
男
子
回
転
　

　
　
出
場
　
高
田
隼
之
介（
信

濃

中
）

 

小
池
　
泰
介（
み
な
み
野
中
）

 

高
木
　
柊
吾（
梅

田

中
）

　
女
子
大
回
転

　
　
出
場
　
株
木
　
　
葵（
天
童
四
中
）

 

嶋
崎
　
愛
文（
高

松

中
）

　
女
子
回
転

　
　
６
位
 
株
木
　
　
葵（
天
童
四
中
）

　
　
出
場
　
佐
藤
　
亜
純（
最

上

中
）

 

麥
島
　
凛
及（
高

鷹

中
）

　
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会

　
男
子
大
回
転

　
　
５
位
 
高
木
　
柊
吾（
梅

田

中
）

・
水
泳
部

全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
春
季
大
会

　
女
子

　
二
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
７
位
 
関
　
　
琴
音（
天
童
一
中
）

　
四
〇
〇
Ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
　

　
　
出
場
 
関
　
　
琴
音（
天
童
一
中
）

 

加
藤
　
優
奈（
天
童
四
中
）

　
五
〇
Ｍ
自
由
形

　
　
出
場
 
加
藤
　
優
奈（
天
童
四
中
）

　
一
〇
〇
Ｍ
自
由
形

　
　
出
場
 
加
藤
　
優
奈（
天
童
四
中
）

　
一
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
出
場
 
関
　
　
琴
音（
天
童
一
中
）

　
四
〇
〇
Ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

　
　
出
場
 
加
藤
　
優
奈（
天
童
四
中
）

 

柴
崎
ひ
な
た（
天
童
三
中
）

 

松
浦
　
心
叶（
東
根
三
中
）

・
男
子
テ
ニ
ス
部

　
全
国
選
抜
高
校
テ
ニ
ス
大
会

　
団
体
出
場

・
ボ
ク
シ
ン
グ
部

全
日
本
女
子
ボ
ク
シ
ン
グ
選
手
権
大
会
　

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

　
フ
ラ
イ
級

　
　
３
位
 
尾
関
奈
津
美（
山
形
一
中
）

　
ピ
ン
級

　
　
５
位
 
菅
野
　
　
恵（
赤

湯

中
）

・
ゴ
ル
フ
部

　
全
国
高
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
春
季
大
会

　
　
　
位
 
工
藤
　
大
河（
神

町

中
）

88

・
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
全
国
私
立
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
出
場

東
北
大
会

・
水
泳
部

　
東
北
高
校
新
人
大
会

　
女
子
学
校
対
抗
　
優
勝（
初
優
勝
）

　
四
〇
〇
Ｍ
自
由
形

　
　
優
勝
 
関
　
　
琴
音（
天
童
一
中
）

　
四
〇
〇
Ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

　
　
優
勝
 
加
藤
　
優
奈（
天
童
四
中
）

 

柴
崎
ひ
な
た（
天
童
三
中
）

 

松
浦
　
心
叶（
東
根
三
中
）

 

佐
藤
　
　
麗（
楯

岡

中
）

　
四
〇
〇
Ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

　
　
２
位
 
松
浦
　
心
叶（
東
根
三
中
）

 

加
藤
　
優
奈（
天
童
四
中
）

 

関
　
　
琴
音（
天
童
一
中
）

 

佐
藤
　
　
麗（
楯

岡

中
）

　
二
〇
〇
Ｍ
自
由
形

　
　
２
位
 
佐
藤
　
　
麗（
楯

岡

中
）

　
五
〇
Ｍ
自
由
形

　
　
３
位
 
加
藤
　
優
奈（
天
童
四
中
）

・
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
　

　
全
国
選
抜
大
会
東
北
予
選

　
　
５
位

・
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
東
北
私
立
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
優
勝

・
ボ
ク
シ
ン
グ
部

　
東
北
女
子
ボ
ク
シ
ン
グ
選
手
権
大
会

　
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

　
フ
ラ
イ
級

　
　
優
勝
　
尾
関
奈
津
美（
山
形
一
中
）

　
ピ
ン
級

　
　
２
位
 
菅
野
　
　
恵（
赤

湯

中
）

　
ラ
イ
ト
級

　
　
３
位
 
長
澤
　
　
桃（
白

鷹

中
）

　
東
北
高
等
学
校
新
人
大
会

　
男
子
の
部

　
１
部
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

　
　
２
位
 
鈴
木
　
寿
治（
山
形
六
中
）

　
１
部
フ
ラ
イ
級

　
　
３
位
 
鈴
木
　
彪
斗（
楯

岡

中
）

　
１
部
バ
ン
タ
ム
級

　
　
３
位
 
新
田
　
竜
也（
白

鷹

中
）

　
２
部
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

　
　
３
位
　
岩
淵
　
響
生（
山
形
六
中
）

　
２
部
バ
ン
タ
ム
級

　
　
３
位
 
樋
渡
　
晧
雅（
蔵
王
一
中
）

　
２
部
ラ
イ
ト
級

　
　
３
位
 
今
田
勝
太
郎（
山
形
四
中
）

　
２
部
ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
タ
ー
級

　
　
３
位
 
齋
藤
亜
崇
翔（
山
形
六
中
）

　
２
部
ミ
ド
ル
級

　
　
優
勝
 
岩
淵
　
響
生（
山
形
六
中
）

　
女
子
の
部

　
ピ
ン
級

　
　
２
位
 
高
木
　
小
春（
中

山

中
）

・
男
子
テ
ニ
ス
部

全
国
選
抜
高
校
テ
ニ
ス
大
会
東
北
地

区
大
会
団
体
戦
　
２
位

・
ゴ
ル
フ
部

　
全
国
高
校
ゴ
ル
フ
選
手
権

　
春
季
東
北
大
会

　
　
５
位
 
工
藤
　
大
河（
神

町

中
）

　
　
出
場
 
中
村
　
　
凛（
高

楯

中
）

・
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
東
北
高
校
合
同
大
会
　
５
位

山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

・
ボ
ク
シ
ン
グ
部
　

　
男
子
の
部

　
１
部
学
校
対
抗

　
　
優
勝
　

　
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

　
　
優
勝
 
鈴
木
　
寿
治（
山
形
六
中
）

　
フ
ラ
イ
級

　
　
優
勝
 
鈴
木
　
彪
斗（
楯

岡

中
）

　
バ
ン
タ
ム
級

　
　
優
勝
　
新
田
　
竜
也（
白

鷹

中
）　

　
ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
タ
ー
級

　
　
優
勝
 
石
畠
　
康
汰（
山
大
附
中
）

　
ピ
ン
級

　
　
２
位
 
渡
邉
　
拓
磨（
山
形
十
中
）

　
ラ
イ
ト
級

　
　
２
位
 
高
橋
　
里
季（
河

北

中
）

　
ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
タ
ー
級

　
　
２
位
 
浅
野
目
　
瞬（
東
根
二
中
）

　
ウ
ェ
ル
タ
ー
級

　
　
２
位
 
菅
原
　
大
翔（
山
形
十
中
）

　
ラ
イ
ト
級

　
　
３
位
 
新
関
　
優
斗（
山
形
二
中
）

・
水
泳
部

　
男
子

　
二
〇
〇
Ｍ
自
由
形

　
　
優
勝
 
佐
藤
　
皓
芽（
山
形
三
中
）

　
二
〇
〇
Ｍ
背
泳
ぎ

　
　
優
勝
 
加
川
虎
汰
龍（
山
形
三
中
）

　
一
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
２
位
 
大
江
　
奈
知（
山
形
三
中
）

　
四
〇
〇
Ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

　
　
３
位
 
加
川
虎
汰
龍（
山
形
三
中
）

 

宮
野
　
　
渉（
山
形
十
中
）

 

大
江
　
奈
知（
山
形
三
中
）

 

佐
藤
　
皓
芽（
山
形
三
中
）

　
四
〇
〇
Ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

　
　
３
位
 
佐
藤
　
皓
芽（
山
形
三
中
）

 

大
沼
　
真
央（
天
童
二
中
）

 

加
川
虎
汰
龍（
山
形
三
中
）

 

大
江
　
奈
知（
山
形
三
中
）

　
四
〇
〇
Ｍ
自
由
形

　
　
３
位
 
佐
藤
　
皓
芽（
山
形
三
中
）

　
一
〇
〇
Ｍ
平
泳
ぎ

　
　
３
位
 
宮
野
　
　
渉（
山
形
十
中
）

　
一
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
３
位
 
大
江
　
奈
知（
山
形
三
中
）

　
女
子

　
学
校
対
抗
　
優
勝

　
四
〇
〇
Ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

　
　
優
勝
 
松
浦
　
心
叶（
東
根
三
中
）

 

佐
藤
　
　
麗（
楯

岡

中
）

 

柴
崎
ひ
な
た（
天
童
三
中
）

 

加
藤
　
優
奈（
天
童
四
中
）

　
四
〇
〇
Ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

　
　
優
勝
 
松
浦
　
心
叶（
東
根
三
中
）

 

加
藤
　
優
奈（
天
童
四
中
）

 

関
　
　
琴
音（
天
童
一
中
）

 

佐
藤
　
　
麗（
楯

岡

中
）

　
四
〇
〇
Ｍ
自
由
形

　
　
優
勝
 
関
　
　
琴
音（
天
童
一
中
）

　
一
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
優
勝
 
関
　
　
琴
音（
天
童
一
中
）

　
五
〇
Ｍ
自
由
形

　
　
優
勝
 
加
藤
　
優
奈（
天
童
四
中
）

　
一
〇
〇
Ｍ
平
泳
ぎ

　
　
優
勝
 
加
藤
　
優
奈（
天
童
四
中
）

　
一
〇
〇
Ｍ
背
泳
ぎ

　
　
優
勝
 
松
浦
　
心
叶（
東
根
三
中
）

部
活
動
報
告

部
活
動
報
告

部
活
動
報
告
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広 報 日 大 山 形 平成31年４月26日（5）

　
二
〇
〇
Ｍ
自
由
形

　
　
２
位
 
佐
藤
　
　
麗（
楯

岡

中
）

　
一
〇
〇
Ｍ
自
由
形

　
　
２
位
 
柴
崎
ひ
な
た（
天
童
三
中
）

　
四
〇
〇
Ｍ
自
由
形

　
　
２
位
 
本
間
　
美
優（
東
根
一
中
）

　
二
〇
〇
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　
　
２
位
 
柴
崎
ひ
な
た（
天
童
三
中
）

　
四
〇
〇
Ｍ
自
由
形

　
　
３
位
 
齋
藤
　
遥
菜（
陵

南

中
）

・
男
子
テ
ニ
ス
部
　
　
団
体
優
勝

　
シ
ン
グ
ル
ス

　
　
２
位
 
二
ノ
戸
亮
徳（
高

楯

中
）

　
　
３
位
 
河
野
　
莉
大（
金

井

中
）

・
女
子
テ
ニ
ス
部

　
シ
ン
グ
ル
ス

　
　
３
位
 
高
柳
　
飛
鳥（
天
童
三
中
）

・
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　
優
勝

・
剣
道
部

　
男
子
個
人

　
　
３
位
 
鈴
木
　
昂
輝（
東
根
一
中
）

・
陸
上
競
技
部

　
八
種
競
技

　
　
３
位
 
八
鍬
真
輝
斗（
鮭

川

中
）

・
柔
道
部

　
男
子
個
人
六
六
㎏
級

　
　
３
位
 
佐
藤
　
涼
平（
山
形
一
中
）

山
形
県
大
会

・
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　
全
国
高
等
学
校
選
抜
大
会

　
山
形
県
予
選
会
　
優
勝

・
サ
ッ
カ
ー
部

　
Ｕ
‐
　
高
円
宮
杯
山
形
県
Ｙ
リ
ー
グ

18

　
１
部
　
優
勝

・
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
全
国
高
等
学
校
選
抜
優
勝
大
会

　
山
形
県
予
選
会
　
３
位

・
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
全
日
本
高
等
学
校
選
手
権
大
会

　
山
形
県
代
表
決
定
戦
　
３
位

・
ラ
グ
ビ
ー
部

　
全
国
大
会
山
形
県
予
選
大
会
　
３
位

 

・
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　
山
形
県
総
合
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権

　
大
会
　
優
勝

べ
に
ば
な
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
山
形
県
大
会
　
優
勝

・
剣
道
部

　
山
形
県
剣
道
大
会
　
　
２
位

　
文
　
化
　
部
　
 　
 

・
吹
奏
楽
部

　
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
全
国

　
大
会
　
優
秀
賞

　
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
北

　
大
会
　
銀
賞

・
生
物
部

山
形
県
高
校
総
合
文
化
祭（
科
学
専

門
部
長
賞
）

サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ッ
ス
ル
2
0
1

8
東
北
大
会（
優
秀
賞
、福
島
大
学

地
域
創
造
支
援
セ
ン
タ
ー
賞
受
賞
）

・
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
部

全
国
高
等
学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
選
手

権
大
会
冬
季
大
会
　
東
北
大
会

　
ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
部
門
　
優
勝

　
J
a
z
z
部
門
　
２
位

全
国
高
等
学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
選
手

権
大
会
冬
季
大
会

　
ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
部
門
　
出
場

　
J
a
z
z
部
　
出
場

・
放
送
部

　
山
形
県
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

　
新
人
大
会

　
オ
ー
デ
ィ
オ
ピ
ク
チ
ャ
ー
部
門

　
　
優
勝

　
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門

　
　
２
位

　
ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
部
門
　
出
場

　
東
北
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
部
門

　
　
出
場

・
写
真
部

　
山
形
県
高
校
総
合
文
化
祭

　
　
優
秀
賞

 

菅
野
　
一
花（
山
形
六
中
）

　
　
優
秀
賞

 

生
田
　
玲
奈（
玉

野

中
）

日本大学 296（２）名

法学部 30名
文理学部 40名
経済学部 24名
商学部 ９名
芸術学部 ８名
国際関係学部 14名
危機管理学部 ５名
スポーツ科学部 ５名
理工学部 48（２）名
生産工学部 38名
工学部 47名
生物資源科学部 ９名
薬学部 ３名
短期大学部 ８名
医学部附属看護専門学校 ６名

歯学部附属歯科衛生専門学校 ２名

国公立大学・短期大学
53（６）名
北海道大学 １名
弘前大学 １名
秋田大学 １名
東北大学 ２（１）名
宮城教育大学 １名
山形大学 19（２）名
福島大学 ３名
宇都宮大学 １名
筑波大学 １名
茨城大学 １（１）名
群馬大学 １名
千葉大学 ２（１）名
新潟大学 ５名
奈良女子大学 １名
秋田県立大学 １名
宮城大学 ２名
群馬県立女子大学 １名
高崎経済大学 ３名
横浜市立大学 １名
都留文科大学 ２名
福井県立大学 １（１）名
岡山県立大学 １名
山形県立米沢女子短期大学 １名

日本大学以外の私立
大学・短期大学
142（21）名
東北学院大学 13（４）名
東北福祉大学 ７名
東北医科薬科大学 １名
東北芸術工科大学 11名
青山学院大学 ２名
学習院大学 １（１）名
駒澤大学 １名
芝浦工業大学 ２名
成蹊大学 ２名
成城大学 １名
専修大学 １名
中央大学 １名
東京女子大学 ２名
東京薬科大学 １名
東京理科大学 ３（２）名
東洋大学 １名
日本女子大学 ２名
日本体育大学 １名
法政大学 ６（１）名
明治大学 ５（１）名
明治学院大学 ３名
立教大学 １名
神奈川大学 ２（１）名
同志社大学 １名

立命館大学 １名
関西大学 １名
近畿大学 １名
羽陽学園短期大学 １名

など

専門学校　53名

国立病院機構山形病院附属看護学校 １名
山形市立病院済生館高等看護学院 ３名
山形医療技術専門学校 ２名
山形厚生看護専門学校 ４名

など

就　　職　24名

【公務員11名】
刑務官 １名
自衛官曹候補生 ５名
自衛官候補生 ５名
【一般企業13名】
日新製薬㈱ １名
山形航空電子㈱ １名
パナソニック㈱ １名
トヨタカローラ山形㈱ １名
金山町農業協同組合 １名

など

平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成33333333333333330000000000000000年年年年年年年年年年年年年年年年平成30年度度度度度度度度度度度度度度度度度

主主主主主主主主主主主主主主主主主ななななななななななななななななな
合合合合合合合合合合合合合合合合格格格格格格格格格格格格格格格格実実実実実実実実実実実実実実実実合格実績績績績績績績績績績績績績績績績績
※延べ人数※ （　）内の数字は、
過年度生で内数、平成31年３月
31日現在（卒業生345名）
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広 報 日 大 山 形平成31年４月26日 （6）

新新新新新新新新新新新新新新
校校校校校校校校校校校校校校
長長長長長長長長長長長長長長
・・・・・・・・・・・・・・
新新新新新新新新新新新新新新
教教教教教教教教教教教教教教
頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭

挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨

新
校
長
・
新
教
頭
　
挨
拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶拶

　
 星
  名
 　
　
 始
   先
生

ほ
し
 
な
 

は
じ
め

（
情
報
科
）

　
 新
  開
 　
 結
  衣
   先
生

し
ん
 か
い
 

ゆ
 
い

（
地
歴
・
公
民
科
）

　
 植
  田
  美
  由
  紀
   先
生

う
え
 
だ
 
み
 
ゆ
 
き

（
家
庭
科
）

　
 郡
  司
 　
　
 郁
   先
生

ぐ
ん
 
じ
 

ふ
み

（
英
語
科
）

　
 中
  島
 　
 章
  乃
   先
生

な
か
 じ
ま
 

あ
き
 
の

（
英
語
科
）

　
 濱
  田
  由
  紀
  子
   先
生

は
ま
 
だ
 
ゆ
 
き
 
こ

（
英
語
科
）

　
 結
  城
 　
 智
  史
   先
生

ゆ
う
 
き
 

さ
と
 
し

（
理
　
科
）

　
 信
  太
 　
 美
  穂
 　
先
生

し
ん
 
た
 

み
 
ほ

（
国
語
科
）

　
 柴
  田
 　
 耕
  洋
 　
先
生

し
ば
 
た
 

こ
う
 ひ
ろ

（
数
学
科
）

　
 石
  井
 　
 瑛
  之
 　
先
生

い
し
 
い
 

て
る
 ゆ
き

（
地
歴
・
公
民
科
）

　
 羽
  田
 　
　
 蓮
 　
先
生

は
 
だ
 

れ
ん

（
地
歴
・
公
民
科
）

　
 逸
  見
  健
  次
  郎
 　
先
生

へ
ん
 
み
 け
ん
 
じ
 ろ
う

（
数
学
科
）

　
 星
  川
 　
 講
  平
 　
先
生

ほ
し
 か
わ
 

こ
う
 へ
い

（
数
学
科
）

　
 會
  田
 　
　
 隆
  さ
ん

あ
い
 
た
 

た
か
し

（
用
務
員
）

新
任
教
職
員
紹
介

新
任
教
職
員
紹
介

校
長
　
島
　
津
　
宏
　
道
　

　
日
ご
ろ
か
ら
、
本
校
の
教
育
活
動
に
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
こ
の
度
、前
校
長
江
口
善
紀
先
生
の
退
職
に
伴
い
、後
任
と

し
て
十
六
代
校
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
島
津
宏
道
と
申
し
ま
す
。

　
本
学
の
教
育
憲
章
に
沿
っ
た
本
校
の
教
育
方
針
を
尊
重
し
、

一
人
ひ
と
り
の
生
徒
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
生
徒
の
持
つ
能
力

を
引
き
出
し
、
さ
ら
に
将
来
に
向
か
っ
て
自
分
の
夢
や
目
標
を

持
ち
、
一
日
一
日
を
大
切
に
頑
張
る
力
を
養
い
、
逞
し
く
成
長

し
て
巣
立
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
本
校
で
の
三
年

間
で
、
明
る
く
い
き
い
き
と
活
躍
す
る
「
心
身
と
も
健
康
で
逞

し
い
成
人
」
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
や
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学
校
を
目
指
し
て
、

誠
心
誠
意
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
学
校
と
の
、
よ
り
一
層
の
連
携
を
図
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
や
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
『
つ
な
ぐ
力
』
を
培
い
、『
生
き
る
力

を
育
み
、
心
を
育
て
る
』
教
育
を
め
ざ
し
て
努
力
を
尽
く
し
ま

す
の
で
、
何
卒
、
前
校
長
と
同
様
に
ご
支
援
・
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。教

頭
　
渡
　
部
　
正
　
信
　

　
こ
の
度
、
教
頭
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

渡
部
正
信
で
す
。
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、

春
の
季
節
と
と
も
に
新
年
度
を
迎
え
る
歓

び
は
格
別
の
も
の
で
す
。
高
大
接
続
改
革
に
よ
る
学
び
と
大
学

入
試
の
変
革
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
な
ど
学
校
を
取
り
巻
く
環

境
は
絶
え
ず
変
化
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
教
頭
と
し

て
、
校
長
を
補
佐
し
先
生
方
と
と
も
に
そ
れ
ら
の
変
化
に
対
応

し
な
が
ら
、
変
わ
ら
ず
保
護
者
、
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
、

よ
り
生
徒
た
ち
が
日
々
の
学
校
生
活
に
充
実
感
と
成
長
が
感
じ

ら
れ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
学学学学学学学学学学学学学学学
年年年年年年年年年年年年年年
主主主主主主主主主主主主主主
年
主
任任任任任任任任任任任任任任任

　
目
標
実
現
に
向
け
て

第
一
学
年
主
任
　
遠
　
藤
　
淳
　
一
　

　
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
入
生
諸

君
は
期
待
を
抱
い
て
こ
の
春
を
迎
え
て
い
る

は
ず
で
す
。
こ
の
思
い
と
共
に
、
高
校
生
活
に

対
し
様
々
な
目
標
を
抱
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
是
非
、
目
標

実
現
の
た
め
の
行
動
を
、
そ
れ
も
継
続
し
た
行
動
を
起
こ
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
高
校
の
３
年
間
で
大
き
な
飛
躍
に
つ

な
が
る
は
ず
で
す
。
先
生
方
は
諸
君
の
目
標
実
現
の
た
め
に

様
々
な
面
か
ら
応
援
し
ま
す
。

　
飛
躍
の
学
年
に第

二
学
年
主
任
　
中
　
村
　
寿
　
一
　

　
高
校
の
三
年
間
は
、
夢
を
育
て
る
大
事
な
時

期
で
、
二
年
生
は
、
三
年
次
の
進
路
目
標
達
成

の
た
め
の
具
体
的
方
向
性
を
創
る
最
も
大
切

な
時
期
で
す
。
結
果
は
取
り
組
ん
だ
分
に
つ
い
て
き
ま
す
。
学

習
で
も
部
活
動
で
も
や
っ
た
分
だ
け
必
ず
力
に
な
り
ま
す
。
こ

の
二
学
年
は
、
夢
実
現
の
た
め
の
力
を
つ
け
、
心
身
と
も
に
一

回
り
大
き
く
成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。
学
習
や
部
活
動

を
通
し
て
大
き
く
飛
躍
し
て
下
さ
い
。
皆
さ
ん
の
「
夢
実
現
」

を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
進
路
希
望
実
現
に
向
け
て

第
三
学
年
主
任
　
澁
　
井
　
　
　
徹
　

　
図
書
室
前
の
廊
下
に
、
昨
年
度
の
進
路
実
績

が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
進
路
指
導
室

脇
の
掲
示
板
に
も
先
輩
た
ち
の
活
躍
が
写
真

と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
て
、
今
年
度
の
三
年
生
の

皆
さ
ん
が
ど
ん
な
進
路
に
進
ん
で
い
く
の
か
楽
し
み
で
も
あ
り

不
安
で
も
あ
り
ま
す
。
希
望
の
進
路
先
を
手
に
入
れ
る
た
め
に

は
、
学
年
全
体
が
ま
と
ま
っ
て
、
日
々
の
学
校
生
活
を
充
実
さ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。皆
さ
ん
の
力
に
な
れ
る
よ
う
、

学
年
教
員
一
同
、心
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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広 報 日 大 山 形 平成31年４月26日（7）

　
本
コ
ン
ク
ー
ル
の
趣
旨

の
な
か
で
、「
的
確
な
表
現

力
を
養
う
」
こ
と
が
謳
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

例
年
を
上
回
る
数
の
入
賞

者
が
本
校
か
ら
選
ば
れ
ま

し
た
。
生
徒
自
身
の
豊
か

な
感
性
が
、
人
の
心
に
届

く
美
し
い
こ
と
ば
で
綴
ら

れ
て
い
ま
す
。
入
賞
し
た

生
徒
に
心
か
ら
の
拍
手
を

送
り
ま
す
。

◆
入
賞
者

俳
句

入
選

　
安
藤
　
大
和
（
大
江
中
）

佳
作

　
結
城
　
日
向
（
天
童
一
中
）

短
歌

佳
作

　
齋
藤
　
雄
聖
（
金
井
中
）

　
二
ノ
戸
亮
徳
（
高
楯
中
）

詩佳
作

　
長
橋
亜
斗
武
（
山
大
附
中
）

読
書
感
想
文

佳
作

　
髙
内
　
美
汐
（
山
形
三
中
）

　
佐
藤
　
萌
絵
（
山
形
二
中
）

日
本
大
学
付
属
高
等
学
校
等

第
三
十
六
回

文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

最
高
の
二
週
間佐

藤
　
愛
理

（
東
根
一
中
）

　
私
は
、
三

月
十
八
日
か

ら
四
月
三
日
ま
で
、
有
名
な

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
約
二

週
間
学
ぶ
事
の
出
来
る
イ
ー

ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
海
外
で
、

初
め
て
の
英
語
で
の
授
業
で

あ
る
為
、
不
安
で
し
た
。
そ

し
て
当
日
イ
ギ
リ
ス
に
着
き
、

ま
た
更
に
不
安
に
な
っ
た
事

が
周
り
の
付
属
生
と
の
英
語

の
レ
ベ
ル
の
違
い
で
す
。
皆

と
て
も
レ
ベ
ル
が
高
く
、
早

く
も
一
日
で
帰
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
で
す
が
、
私
は

一
日
一
日
を
一
生
懸
命
過
ご

し
、
Ｐ
Ａ
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
ア
シ

ス
タ
ン
ト
）さ
ん
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
に
も
毎
日
参
加
し
、

難
し
い
授
業
を
受
け
て
い
く

う
ち
に
、
と
て
も
仲
の
良
い

友
達
が
で
き
、
い
つ
の
間
に

か
帰
り
た
く
な
い
と
い
う
気

持
ち
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

毎
日
が
忙
し
く
楽
し
い
も
の

ば
か
り
で
、
と
て
も
濃
い
二

週
間
に
な
り
ま
し
た
。
最
後

は
英
語
が
聞
き
取
り
や
す
く
、

会
話
も
少
し
ず
つ
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
多
分
こ

の
先
こ
ん
な
に
濃
い
二
週
間

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
学
ん

だ
事
を
活
か
し
て
将
来
に
役

立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

研
修
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

長
嶋
れ
も
ん

（
宮
内
中
）

　
私
は
こ
の

春
休
み
期
間

中
、
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
の
ペ
ン
ブ
ル
ッ

ク
カ
レ
ッ
ジ
で
行
わ
れ
た
、

イ
ー
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
ま
し
た
。

　
私
は
英
会
話
を
す
る
の
が

ほ
ぼ
初
め
て
で
と
て
も
不
安

で
し
た
が
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
や
演
劇
な
ど
の
実
践
的
な

授
業
や
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の

方
々
が
用
意
し
て
く
だ
さ
っ

た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
し

て
、
少
し
ず
つ
英
語
が
理
解
出

来
る
よ
う
に
な
る
の
を
実
感

で
き
ま
し
た
。
ま
た
私
は
今

回
の
研
修
で
、
現
地
の
言
葉

で
話
す
と
い
う
事
が
最
終
目

的
で
は
駄
目
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
授
業
や
会
話
の
中
で
は

常
に
自
分
の
意
見
が
求
め
ら

れ
て
い
て
、
自
分
の
意
見
の

無
さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
日

本
で
も
通
じ
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
が
、
積
極
的
に
自
分

の
意
見
を
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
本
当
に
多

く
の
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
貴

重
な
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
高

校
生
活
に
活
か
し
て
い
き
た

い
で
す
。

こ
れ
か
ら
に
繋
げ
る
　
日
間

17
永
野
　
英
久

（
山
形
六
中
）

　
私
が
、
今

回
の
研
修
で

感
じ
た
こ
と
は
二
つ
あ
り
ま

す
。

　
一
つ
目
は
、
授
業
で
使
う

よ
う
な
受
験
英
語
と
日
常
の

会
話
で
使
う
よ
う
な
英
語
は

違
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
研

修
に
行
く
前
の
私
は
、
英
語

が
得
意
だ
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
研
修
に
行
け
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
か
ら
、
少
し
浮
か

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
際
に
参
加
し
て
み
る
と
、

周
り
の
付
属
生
は
も
っ
と
話

す
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
実

力
不
足
を
痛
感
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
授
業
で
習

う
英
語
以
上
の
こ
と
を
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
、
英
語
で

話
せ
る
よ
う
に
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
イ
ギ
リ
ス
の

マ
ナ
ー
を
学
べ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
研
修
の
初
日
と
最

終
日
に
は
、
ウ
ェ
ル

カ
ム
デ
ィ
ナ
ー
や

フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
デ
ィ

ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
、

映
画
で
見
る
よ
う
な

雰
囲
気
や
、
厳
粛
な

マ
ナ
ー
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を

実
際
に
感
じ
ら
れ
た
の
は
、

と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、

学
ん
だ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
研

修
で
終
わ
り
に
す
る
の
で
な

く
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
や
英

語
力
の
向
上
に
役
立
て
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

イ
ー
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
・
カ
レ
ッ
ジ

in

イ
ー
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
・
カ
レ
ッ
ジ

in

友達ができました修了証もらったぞ

楽しく学びました！

　
三
月
十
八
日
か
ら
四
月
三
日
ま
で
の
十
七
日
間
、
英
国
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
大
学
ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
に
て
語
学
研
修
が
行
わ
れ
た
。
日

本
大
学
で
は
年
に
二
回
、
全
国
の
付
属
高
等
学
校
生
を
対
象
に
実
施
し

て
お
り
、
本
校
か
ら
三
名
の
生
徒
が
参
加
し
た
。
研
修
で
は
授
業
の
他

に
も
現
地
の
方
と
の
交
流
や
食
事
な
ど
を
通
し
て
語
学
や
文
化
の
違
い

な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
英
語
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
今
、
こ
の

よ
う
な
経
験
を
通
し
て
将
来
、
世
界
と
日
本
の
懸
け
橋
に
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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オリエンテーション弁当開き鉄道標語　表彰

入学式　新入生宣誓 コース対面式 野球部　優勝旗寄託

卒業式

広 報 日 大 山 形平成31年４月26日 （8）

A
 B

 C

2
 +

 2
 =

 4

A
 B

 C

2
 +

 2
 =

 4

X-Y=?

2
 +

 2
 =

 4

X-Y=?

山
新
グ
ル
ー
プ

山
新
グ
ル
ー
プ

　山新グループの本校卒業生による「日大山高山新桜友会」
（佐藤宏樹会長）より，今年も図書館に本を寄贈してい
ただいた。平成４年から始まり今回で27回目となり，図
書も349冊を数える。
　図書館には専用の書架を設け，生徒たちも先輩方の善
意に感謝しながら大いに利用している。若者の読書離れが
言われて久しいが，これからも多くの生徒たちが先輩方から
贈られた本に触れて巣立っていく。大切に利用させていただ
くと共に，改めて感謝申し上げる。

卒業生による「日大山高山新桜友会」会

今年も
図書の寄贈
今年も
図書の寄贈

日
本
大
学
山
形
高
等
学
校
広
報
部

〒
　
―
　
　

山
形
市
鳥
居
ヶ
丘
四
―
五
五

990

2433

電
　
　
話
　
〇
二
三
―
六
四
一
―
六
六
三
一
 
（
代
）

Ｆ

Ａ

Ｘ
　
〇
二
三
―
六
四
一
―
六
六
三
四

Ｕ

Ｒ

Ｌ
　http://w

w
w
.ym
gt.hs.niho

        
 
 
   
          n  -  

u.ac.jp

       

印
　
　
刷
　
㈱
大
　
風
　
印
　
刷

写
真
提
供
　
㈲
カ
メ
ラ
の
石
山

　
新
元
号
が
「
令
和
」
に
決

ま
っ
た
。
平
成
は
三
十
年
と
四

か
月
と
い
う
長
い
歴
史
に
幕

を
下
ろ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
平

成
を
振
り
返
る
と
様
々
な
出

来
事
が
あ
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
の

壁
崩
壊
に
始
ま
り
、
バ
ブ
ル
も

崩
壊
、
皇
太
子
さ
ま
と
雅
子
さ

ま
の
間
に
誕
生
し
た
新
し
い

命
に
喜
び
、
度
重
な
る
自
然
災

害
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
尊
い

命
を
失
っ
た
。
あ
げ
れ
ば
き
り

が
な
い
が
、
私
と
し
て
は
絶
対

に
外
す
こ
と
が
出
来
な
い
人

物
、そ
れ
は
イ
チ
ロ
ー
選
手
だ
。

平
成
三
年
に
プ
ロ
入
り
し
平

成
三
十
一
年
ま
で
、
ま
さ
に
平

成
を
駆
け
抜
け
た
ス
ー
パ
ー

ス
タ
ー
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
ん
な
彼
の
名
言
の
中
に
「
特

別
な
こ
と
を
す
る
た
め
に
特

別
な
こ
と
を
す
る
の
で
は
な

い
、
特
別
な
こ
と
を
す
る
た
め

に
普
段
ど
お
り
の
当
た
り
前

の
こ
と
を
す
る
。」
と
い
う
も

の
が
あ
る
。
普
通
は
「
や
り
た

い
こ
と
」
と
「
や
る
べ
き
こ
と
」

を
天
秤
に
か
け
た
と
き
、
ど
う

し
て
も
「
や
り
た
い
こ
と
」
が

勝
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
彼
は

「
や
る
べ
き
こ
と
」
を
優
先
し
、

習
慣
化
を
自
分
に
義
務
付
け

る
意
志
力
が
あ
っ
た
。
ま
さ
に

「
努
力
の
天
才
」
で
あ
る
。
私

も
過
去
を
後
悔
す
る
で
も
な

く
、未
来
を
夢
見
る
で
も
な
く
、

今
や
る
べ
き
こ
と
に
全
力
で

ぶ
つ
か
っ
て
い
き
た
い
。

学校説明学校説明会会

※学校説明会では，学校生活全般，並びに入試に関する詳しい説明を致します。
※事前のお申し込みは必要ありません。上履きをご持参ください。

全体説明と個別相談・校舎見学・部活動見学

会場及び時間期　日

   受　　付　  9：20～ 9：55
   説 明 会　10：00～11：20
　 （第１体育館）
 
 以下は希望になります。
   個別相談    11：20～  
   校舎見学    11：20～12：00（予定）
   部活動見学    11：20～12：10（予定）

2019年
10月  ６日（日）第１回

10月20日（日）第２回

11月17日（日）第３回

11月23日（土・祝日）第４回

12月14日（土）第５回

※上記以外の期日に学校参観をご希望の方は，お電話の上、ご来校ください。
※部活動見学については，学校説明会前にお問い合わせください。
　（023-641-6631 担当／橋本・田中）

兼
献
牽
献
験
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